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恵　愛　会
理事長西田　憲策
　当院が札幌南三条病院と分離して早いもので5年が経過いたしました。現在、北海道恵愛会は札幌南三条病院、
上士幌の十勝恵愛会病院と当院の3つの医療施設を保有し、各病院とも独自の目標、目的を掲げ健全な病院運営
をおこなっております。これは各施設の院長をはじめとして各スタッフの精進のおかげと職員のみなさまに感謝
いたします。
　札幌南一条病院は工藤院長の手腕により、経営はもちろん医師や看護二等スタッフの充実、安全管理や感染な
どの委員会の弛まぬ活動、第三者評価（医療機能評価機構）の受話、院内のIT化によるソフト面の整備など活
躍は皆の評価するところです。しかし当病院は昭和44年に竣工され何度かの改築、設備の修復を加えてまいりま
したがすでに40年を経た建物です。サラリーマンにたとえればもうすぐ定年退職を迎える年齢です。そこで現状
の評価に甘んずる事なくさらなる発展のため、次の時代に向けての構想を考えていきたいと思っております。
　さて、昨今の世の中は特に犯罪が過激になってきていると思います。振り込め詐欺を筆頭に世の中が嫌になっ
たから人を殺す、家族を殺す、凶悪の暴力、何か映画の中で起きている事のような現実離れした感じがします。
これもあれも社会のイ扁狭による事だと思います。また、皆さまも何度も聞き及びの事ですが、アメリカの経済不
況を発端にした世界的不景気が日本にも押し寄せ、日々の不安を感じていることも事実です。身近でも倒産する
中小企業や失業者の増加。しかしこの世界からお金や資源が無くなった訳ではないのです。まして善人や愛が無
くなった訳でもありません。全体に回っていたものが一部に偏っただけなのです。これらは大企業のエゴと政治
の下手糞さが招いた事です。然るに私たちはそれを善意の第三者で被害者と思い、受身で見ているだけではない
でしょうか。
　私はここで提言したいのです。この社会を作っている私たちだからこそ出来る事があるのではないかと。私た
ちは財力はありませんが真面目に働くことは出来ます。贅沢は出来なくても倹約する事や物を大切に扱うこと、
狡賢い能力はなくても愛する心と思いやる態度を持っています。そして日頃の業務の中で正しい事や思いやりを
哲学としている病院の私たちだから出来ることがあると思います。私たちは公平な政治を導く選挙権を持ってい
るのです。是非このことを基本としてものごとを行うことが出来ればそれが小さな家族から職場、そして世の中
へと進み次の世代の人たちに受継がれていくと確信します。
　恵愛会の名前の由来は敬愛をもじって作られたもので愛を敬う心を大切にするという事です。今年はNHKド
ラマでも“愛”という事が象徴にされています。某政治家は友愛と唱えています。愛が希薄な時代だからこそ是
非永遠に伝えていきたいものです。
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